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性
化
が
よ
り
一
層
高
ま
る
と
確
信 

し
て
い
ま
す
。
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『
馬
木
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ 

ラ
ン
川
』
の4

年
目
を
現
在
実
施 

中
で
す
。
中

で

も-

番
重
要
視
し 

て
い
ま
す
の
は
『あ
い
さ
つ
運
動
』 

と

『見
守
り
活
動
』
の
推
進
で
す
。
 

高
齢
者
が
子
ど
も
達
を
見
守
り
、
 

子
ど
も
達
が
高
齢
者
を
敬
う
明
る 

い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
よ
り
一
層
の 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

導
的
に
取
り
組
む
地
域
』
に
選
定 

さ
れ
ま
し
た
。

ど
こ
の
地
区
で
も
、
社
協
や
町 

內

会
•

老

人

会•

女

性

会•

民
児 

協

・

公

衛

協•

体

協
•

青
少
協
・ 

P
T
A

ほ
か
沢
山
の
団
体
が
あ
り 

ま
す
。

当
馬
木
地
区
で
は
前
会
長
の
方 

針
に
よ
っ
て
各
種
団
体
が
社
協
組 

織
の
中
で
連
携
し
た
取
り
組
み
を 

早
く
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
他
の 

地
区
よ
り
一
歩
進
ん
だ
地
区
で
あ 

る
た
め
い
ち
早
く
選
定
さ
れ
た
と 

思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
子
育
て
世
代
グ 

ル
——
プ
と
か
子
ど
も
会
ま
た
学
校 

教
育
等
と
の
繋
が
り
が
少
し
希
薄 

で
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
リ
——
ダ

——
を
組
織
に
加 

え
て
新
た
な
連
携
と
協
力
体
制
を 

整
ス
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

各
団
体
の
情
報
と
将
来
像
を
共 

有
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決
を
検 

討
し
行
政
に
提
言
し
て
い
く
こ
と 

で
、
広
島
市
か
ら
今
ま
で
以
上
の 

支
援
を
い
だ
だ
く
こ
と
が
で
き
ま 

す
。そ

れ
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の
活

思
い
返
し
ま
す
と

65
歳
で
退
職 

後
、
す
ぐ
に
社
協
役
員
に
お
呼
び 

い

た

だ

き

会

計

か

ら

事

務

局

長 

と

、
い
つ
の
間
に
か
10
年
ほ
ど
経 

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今 

と
な
っ
て
思
う
に
、
退
職
後
に
間 

を
お
か
ず
に
社
協
の
任
務
を
担
っ 

た
こ
と
が
気
力
の
持
続
に
繋
が
つ 

だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
年
代
で
は
、
御
多
分
に
洩 

れ
ず
働
き
詰
め
の
会
社
フ
ァ
——
ス 

卜
で
過
ご
し
、
全
く
地
域
の
事
に 

関
心
が
向
か
ず
、
あ
る
意
味
で
地 

域
に
は
本
当
に
他
人
任
せ
の
生
活 

で
あ
っ
た
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
 

社
協
役
員
に
な
っ
て
か
ら
、
子 

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
活
動
內 

容
を
知
る
に
つ
れ
て
、
新
た
な
発 

見
を
見
い
だ
し
だ
次
第
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
私
の
反
省
か
ら
、
 

よ
り
若
い
世
代
か
ら
地
域
活
動
に 

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く 

の
方
に
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
役
を
担 

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
働
き
か
け 

を
行
つ
て
い
き
た
い
と
思
つ
て
い 

ま
す
。

昨
年
末
で
す
が
、
広
島
市
よ
り 

『
新
た
な
協
力
体
制
の
構
築
に
先

地
域
の
リ
—
ダ
—
役
を
担
う
人
材
育
成
を

馬
木
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
橋
本
一
寛



国土交通省中国整備局説明会資料より(一部加工)

普戒レベル5 『緊急安全確保』
(命の危険 直ちに安全確保!)

書戒レベル4 『避難指示』
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隣近所で仲良くしていくこと

(3)第68号 うまき社協だ・より

道路改良 

(管理用道路)

戚
、
知
人
宅
へ
の
分
散
避
難
。
 

〇

基

本

的

な

非

常

持
ち

出

し

品 

は
、
リ
ユ
ッ
ク
に
入
れ
両
手
が 

使
X

る
よ
う
に
し
、
家
族
の
人 

数
分
を
用
意
。
背
負
っ
て
走
れ 

る
重
さ
を
目
安
に
準
備
し
ま
し 

よ
う
。

飲
料
水
、
非
常
食
、
懐
中
電
灯
、
 

携
帯
ラ
ジ
オ
、
医
薬
品
、
衛
生 

用

品•

生
理
用
品
、
現
金
、
貴 

重
品
、
簡
易
寝
袋
、
タ
オ
ル
・ 

衣
類
、
携
帯
電
話
用
充
電
器
等 

〇
リ
ユ
ッ
ク
は
玄
関
先
に
置
い
て 

お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
す 

ぐ
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。

危
険
が
増
す
前
に

早
め
の
避
難
な
ど
で 

身
を
守
る
行
動
を 

と
り
ま
し
ょ
う
。

平
成

30
年
了
月
の
西
日
本
豪
雨 

に
よ
り
、
馬
木
地
区
も
甚
大
な
被 

害
を

受
け5

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
 

被
災
箇
所
の
復
旧
復
興
工
事
が 

進
め
ら
れ
る1

つ
に
、
森
林
公
園 

入
口
付
近
の
大
谷
川
渓
流
沿
い
に
、
 

国
が
設
置
す
る
砂
防
堰
堤
整
備
事 

業
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
洪
水
浸 

水
想
定
区
域
な
ど
の
危
険
な
場
所 

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て 

小
学
校
区
ご
と
に
発
令
さ
れ
ま
す
。
 

レ
ベ
ル4

が

凳

令

さ
れ

る
と

、
 

町
內
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
無 

線
の
ス
ピ
——
力
——
か
ら
、
避
難
を 

促
す
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
皆 

さ

ん

「警
戒
レ
ベ
ル4

に
な
っ
た 

時
は
必
ず
避
難
」
し
ま
し
ょ
う
。
 

自
然
災
害
は
、
い
つ
・
ど
こ
で 

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ハ
ザ 

——

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
利
用
し
て
、
 

住
ん
で
い
る
地
域
の
危
険
な
場
所 

や
避
難
先
ま
で
の
安
全
な
経
路
を 

家
族
と
一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

こ
れ
か
ら
台
風
が
発
生
す
る
時 

季
に
な
り
、
集
中
豪
雨
な
ど
で
災 

害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
 

台
風
の
進
路
方
向
に
な
る
場
合 

は
、
自
宅
周
辺
の
水
路
点
検
や
掃 

除
、
設
置
物
の
整
理•

飛
散
防
止 

対
策
、
停
電
や
断
水
に
備
え
た
必 

要
物
品
の
事
前
準
備
も
大
切
で
す
。
 

災
害
時
に
備
え
て 

〇
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ•

ス
マ
ホ
等 

で
最
新
の
情
報
収
集
。
 

〇
状
況
が
悪
く
な
り
暗
く
な
っ
て 

か
ら
避
難
す
る
の
は
危
険
で
す
。
 

明
る
い
う
ち
に
避
難
行
動
。
 

〇

避

難

先

も

指

定

緊

急

避

難

場 

所
や

安
全
な
場
所
に
あ
る
親

毎
年
の
よ
う
に
、
豪
雨
、
地
震
、
 

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
、

地
域
全
体
が
被
災
す
る
な
ど
の
大 

規
模
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

広
島
県
內
は
、
花
こ
う
岩
が
風

化
し
だ
真
砂
土
の
地
質
が
広
が
り
、
 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
国
內
で
最

も
多
い
た
め
、
土
砂
災
害
リ
ス
ク 

が
高
い
都
市
と
言
～ス
ま
す
。

家
族
や
自
分
の
命
を
守
る
た
め
、

避
難
に
関
す
る
情
報
を
正
確
か
っ 

迅
速
に
入
手
し
、
早
め
に
行
動
し 

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

大

雨•

台
風
な
ど
に
よ
る
避
難 

情
報
は
、5

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル

で
発
令
さ
れ
ま
す
。

3

基
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
令 

和3

年

11
月
に
馬
木
地
区
で
最
大 

規
模
に
な
る
一
号
砂
防
堰
堤
の
本 

体

工

事
が

完

了

。
今

年6

月
に
、
 

上
流2

基
の2

号
砂
防
堰
堤
、3
 

号
砂
防
堰
堤
の
本
体
工
事
が
完
了 

し
、
よ
う
や
く 3

基
の
全
体
像
が 

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
周
辺
整
備
や
管
理 

道
路
の
設
置
が
終
了
す
る
と
、
土 

石
流
に
よ
る
土
砂
災
害
被
害
の
軽 

減
な
ど
の
地
域
防
災
を
担
う
重
要 

な
場
所
に
な
り
ま
す
。

馬

木

繕

砂

防
 

堰
堤
を
整
備
中

(2)第68号 うまき社協だより

単位:円

馬木地区社会福祉協議会【令和4年度決算及び令和5年度予算】 

単位:円(収入の部)

費目 前年度決算額 今年度予算額 摘要

前年度繰越金 1,406,796 1,067.818

助成金並びに交付金 

その他貌金 414,540 390.000
区社協助成金、市民安全 

推進助成金(防犯)等

会費 430,500 390.250 1世帯250円X1561

賛助金並びに 

寄付金 856,000 730.000
賛助会費・寄付金、 

広報紙広告協賛

雑収入 17.019 13.010
共同募金事務費、 

預金利息等

広島市助成金 6,172,000 480.000
地区社協活動拠点活性化支援 

義锄成(殷•謝礼金)

合計 9,296.855 3,071,078

(支出の部)

費目 前年度決算額 今年度予算額 摘要

事務費 66,813 80,000 消耗品、通信運搬費等

研修・会議費 1,600 49.000 研修会参加費等

負担金等 43,220 43,000 区社協、区コミ協負担金等

福祉事業費 1,068,306 1.721,000 新•福祉のまらづくり就合推進 
事業、各種団体助成等

広報費 233,867 250,000 広報紙作成費

寄付金 〇 20,000 硼金等

地域創生

100,000 〇 まるごと元気•地域コミュニティ
活性化補助事業

6,374,678 〇
元気なまちづくりプロ^エクト 
史援事業

340,553 480,000 地区社協活助拠点i舌性«匕支援事 
業助成(経費削礼金)

次年度鼬•予備費 1,067,818 428,078
合計 9,296,855 3,071,078

うまいものをどんどん安く売る

TEL8 8 3 —0 08 1

環境設備プラントで地球を考える

か
皿 飜西岡工業

広島馬木店

東区馬木5丁目1699-1
0899-2911

☆緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

令和5年度,馬木地区布t会福祉協議会新理事
氏名 選出団体 社協所属部 氏名 選出団体 社協所属部

角田寿男 中ひまわり会 住民親交部 岡西孝浩 民児協 広報部

中田昌彰 頰一区町内会 住民親交部 秋井玲子 廊三区町内会 青少年育成部

花田一二三 二区町内会 住民親交部 沼田眞由美 惓のうえ町内会 青少年育成郡

拝郷謙二 樋柴町内会 環境衛生部 岸充計 中学校PTA 青少年育後部

青山水器 民児協 広報部

株式会社小畠造園

TEL (082) 899-2037

福祉の原点です。まず、挨拶を!!

@

麝
®

令
和5

年
度
馬
木
地
区
社
会
福
祉 

協
議
会
の
主
な
事
業
内
容®

住
民
親
交
部(
角
田
部
長
他8

名)

〇
行
方
不
明
者
捜
索
シ
ス
テ
ム
を
町
内
会
の
班
単
位
管
理 

〇
あ
い
さ
つ
運
動
を
旧
安
芸
町
地
域
と
一
体
で
行
一
つ 

〇
町
内
会
未
加
入
世
帯
対
策
、
災
害
時
の
避
難
経
路
等
の
周
知 

〇
町
を
明
る
く
、防
犯
灯
の
設
置
、防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持
管
理 

〇
通
学
路
の
防
犯
灯
設
置
促
進
、
狭
い
歩
道
の
整
備
要
請 

〇
外
国
住
民
と
の
共
生
社
会
を
目
指
す

環
境
衛
生
部(
樫
原
部
長
他6

名)

〇
公
衆
マ
ナ
ー
の
醸
成
、
犬
猫
飼
育
マ
ナ
——
の
向
上 

〇

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
、
馬
木
地
区
の
一
斉
清
掃 

〇
愛
の
献
血
会
、
健
康
診
断
受
診
運
動
実
施

青
少
年
育
成
部(

田
村
部
長
他8

名)

〇
地
域
児
童
安
全
パ
ト
ロ
—
ル
、
公
園
の
子
ど
も
見
守
り

〇
郷
土
芸
能
の
伝
承
、
伝
統
行
事
の
継
承
、
平
和
学
習 

〇
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
会
の
活
性
化
支
援
、
虐
待
防
止
支
援 

〇
公
園
の
芝
生
管
理

高
齢
者
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部(

西
谷
部
長
他7

名)

〇

と
な
り
近
所
の
見
守
り
、
班
福
祉
委
員
会
議 

〇
高
齢
者
運
斬
免
許
返
納
助
成
、
家
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業 

〇
い
き
い
き
サ
ロ
ン
増
加
支
援 

〇

訪
問
配
食
、
ふ
れ
あ
い<
云
食

〇
敬
老
長
寿
祝
い
品
贈
呈

〇

高
齢
者
等
安
否
確
認
電
話(

登
録
の
更
新)

〇
高
齢
者•
健
康
不
安
者
等
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付

広
報
部(
新
畑
部
長
他7

名)

〇

「う
ま
き
だ
よ
り
」
の
毎
月
穽
行
、
地
域
情
報
の
収
集 

〇

「う
ま
き
社
協
だ
よ
り
」
の
年2

回
発
行

事
務
局(
亘
事
務
局
長
他1

名)

〇
理
事
会'

二
役
会
議
、区
社
協
助
成
金
の
申
請 

〇
町
內
会
よ
り
会
費
徴
収
、
賛
助
会
員
募
集
、
各
種
団
体
助
成 

〇

「新
た
な
協
力
体
制
」
の
構
築(
新
規) 

r

」 

〇
地
区
社
協
活
動
拠
点
活
性
化
事
業 

n

"-.
.'-.

■:
<■ 

〇
庶
務
事
務
他



(4)第68号 うまき社協だより

出展安芸町誌(上巻)より(一部加工)

【編集後記】新型コロナ感染症が第5類へ移行し、マスクの着用も個 

人の判断に委ねられるなど対策も緩和され、人々の接触機会が増えて 

います。最近は感染増加傾向になっており、専門家からも第9波が始まっ 

た可能性があるとの指摘もありま・す。これからも、基本的な感染予防 

対策をしていきましょう。

高速1号線陸橋付近から津村城跡 
右の鉄塔付近を撮影

気くばり、木くばり。

了•vハ,ス七,LT— 
rB3田中工務店

造園・外構•設計施工•管理

広島県知事許可第024660号

知屬木造 日
代表取締役宮本健一

東区馬木4丁目956-2

TEL 899-2505 FAX 899-2590
広島市東区馬木二丁目1398-1
TEL (082) 508-5551

『安
芸
町
誌
』
に
よ
る
と
古
城 

の
形
状
に
つ
い
て
は
、
規
模
は
多 

様
で
山
岳
に
築
か
れ
た
も
の
が
多 

い
。
山
頂
に
は
木
の
宗
山
城
、
ー-

馬
木
の
津
村
城
を
知
つ
て
い
ま 

す
か
、
今
は
何
に
も
な
い
の
で
知 

り
ま
せ
ん
よ
ね
。

津
村
城
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
 

『
芸
藩
通
志
』
の
馬
木
村
古
地
図 

と

『
安
芸
町
誌
』
の

城

跡

・
屋
敷 

跡
図
に
尾
上
城
と
対
峙
す
る
形
で 

示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
古 

図
、
略
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
距 

離
間
が
つ
か
め
ず
、
尾
上
城
と
の 

位
置
関
係
等
か
ら
み
て
も
明
確
な 

場
所
の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

ず
携
帯
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
ご 

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。

ケ
城
。
舌
状
に
突
出
し
た
岳
稜
の 

先
端
部
に
は
、
宮
原
城
、
尾
上
城
、
 

津
村
城
、
矢
田
城
、
鶴
江
城
な
ど 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

場
所
に
つ
い
て
は
、
『
馬
木
の 

町
・
今
む
か
し(

改
訂
版)

』
に
ょ 

る
と
、
県
道
か
ら
や
す
ら
ぎ
が
丘 

(

天
王)

団
地
入
口
を
右
折
、
約 

1

キ
ロ
メ
——
ト
ル
登
る
と
天
王
墓 

地
に
至
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
高 

速1

号
線
の
陸
橋
を
渡
り
、
右
手 

の
山
に
入
っ
た
送
電
線
の
鉄
塔
付 

近
が
津
村
城
跡
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
 

鉄
塔
の
あ
る
場
所
は
、
約

50
平 

方
メ
——
ト
ル
の
広
さ
が
あ
り
、
呉 

娑
々
宇
山
を
背
に
南
側
、
西
側
に 

は
そ
れ
ぞ
れ
谷
が
あ
り
、
尾
上
城 

跡
、
ニ
ケ
城
山
、
木
の
宗
山
、
鷹 

ノ
条
山
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま 

す
。

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
賛
助
会 

員
の
加
入
申
し
込
み
並
び
に
賛
助 

金
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
木
地
区
社
協 

の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て
い
た 

だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け 

付
け
て
い
ま
す
。

ー
 

口
千
円
、
何 

口
で
も
結
構
で
す
。

各
町
內
会
長
ま
た
は
馬
木
地
区 

社

協

会

計

升

川

康

仁
(
8
9
9
 

—8
7
6
6

馬
木
郵
便
局)

ま
で
、
 

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者i 

ー
の
方
へ
の
〔
訪
問
事
業
〕

ー
 

福
木
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
・ 

広
島
市
が
実
施
す
る
「在
宅
高 

齢
者
訪
問
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し 

だ
。こ

の
取
り
組
み
は
、
孤
独
や
孤 

立
に
陥
り
や
す
い
高
齢
の
方
々
を 

地
元
の
民
生
委
員
が
訪
問
し
、
困 

り
ご
と
を
お
聞
き
し
た
り
緊
急
の 

場
合
の
連
絡
先
な
ど
を
確
認
し
て
、
 

地
域
で
の
見
守
り
や
安
心•

安
全 

な
暮
ら
し
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め 

の
大
切
な
事
業
で
す
。
重
点
期
間 

を
今
年
末
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
 

馬
木
地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ
る 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
を
、
町
內 

会

・
自
治
会
加
入
の
有
無
に
か
か 

わ
ら
ず
順
次
訪
ね
て
ま
い
り
ま
す 

が
、
必
ず
し
も
全
員
と
は
限
り
ま 

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

民
生
委
員
に
は
法
律
上
の
守
秘 

義
務
が
あ
り
、
お
聞
き
し
た
內
容 

を
他
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ 

ん
。
た
だ
し
、
支
援
の
た
め
に
必 

要
な
こ
と
は
、
本
人
の
了
解
を
得 

た
う
え
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ 

——
な
ど
と
共
有
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
民
生
委
員
は
広
島
市
が 

発

行

し

た

「身
分
証
明
書
」
を
必

馬
木
の
歴
史
探
訪

津
村
城 

馬
木
郷
土
史
愛
好
会 

会

長

樫

原


